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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体を撮影する撮像部を有する第１筐体と、
　表示部を有する第２筐体と、
　前記第１筺体と前記第２筺体とを相対的に回動可能に連結する連結軸と、
　前記第１筺体と前記第２筺体とが相対的に所定の角度回動したことを検出する検出部と
、
　前記撮像部により撮影されている画像を前記表示部に表示する制御部と、を有し、
　前記制御部は、前記検出部により検出された前記回動の角度に応じて、前記回動の前後
で前記表示部の縦方向または横方向のいずれか一方に対する前記被写体の向きを変更せず
、かつ前記回動の前後で前記撮像部により撮影されている前記被写体を含む画像の縦横比
率を変更して前記表示部に表示する、ことを特徴とする撮像機能付き携帯端末装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記撮像部により撮影されている画像の全体が前記表示部の表示領域内
に表示されるように前記撮像部により撮影されている画像を縮小または拡大して前記表示
部に表示する、ことを特徴とする請求項１に記載の撮像機能付き携帯端末装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記表示部に対する表示向きを維持した状態で前記検出部が検出した回
動の角度に応じて、前記撮像部により撮影されている画像を前記表示部に表示する、こと
を特徴とする請求項１又は請求項２に記載の撮像機能付き携帯端末装置。
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【請求項４】
　前記第２筺体にはシャッターボタンが設けられ、
　前記制御部は、前記表示部の表示向きが前記シャッターボタンの配置位置に対して一定
となるように、前記撮像部により撮影されている画像を前記表示部に表示する、ことを特
徴とする請求項３に記載の撮像機能付き携帯端末装置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記第１筺体と前記第２筺体とが前記連結軸を介して相対的に９０°回
動されると、前記撮像部により撮影されている画像を縦横比率を反転して前記表示部に表
示する、ことを特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれか一項に記載の撮像機能付き携
帯端末装置。
【請求項６】
　前記連結軸は、前記第１筺体と前記第２筺体とが重ね合わせられて配置される閉状態と
、前記第１筺体と前記第２筺体との重なり合う方向に沿う軸線を中心に前記第１筺体と前
記第２筺体とが前記閉状態から１８０°回動された開状態との間を移動可能に前記第１筺
体と前記第２筺体とを連結し、
　前記表示部は、前記閉状態および前記開状態のいずれの状態においても表示面が露出し
て前記第２筺体に配置される、ことを特徴とする請求項１乃至請求項５のいずれか一項に
記載の撮像機能付き携帯端末装置。
【請求項７】
　前記制御部は、前記撮像部により撮影されている画像を、前記閉状態または前記開状態
においては前記表示部の全面に表示し、前記閉状態または前記開状態から９０°回動され
た状態においては前記前記撮像部により撮影されている画像の縦横比率を反転すると共に
、前記表示部の表示領域内に表示されるように前記撮像部により撮影されている画像を縮
小して前記表示部に表示する、ことを特徴とする請求項６に記載の撮像機能付き携帯端末
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、２つの筐体のうちの一方の筐体に撮像部が設けられ、他方の筐体には撮像部
が映す映像を表示する表示部が設けられた撮像機能付き携帯端末装置に関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
　従来の携帯電話機等の携帯端末装置には、ＣＣＤ（Ｃｈａｒｇｅ　Ｃｏｕｐｌｅｄ　Ｄ
ｅｖｉｃｅ）等のカメラ（撮像部）が搭載されて、静止画像を撮影することができるよう
にした撮像機能付き携帯端末装置がある（例えば、特許文献１参照）。このような携帯端
末装置のカメラにより撮影された画像は、ＬＣＤ（液晶ディスプレイ）等の表示部に表示
させて見ることができる。
【０００３】
　また、このような撮像機能付き携帯端末装置の表示部は、撮影時にはファインダーとし
て機能して、カメラの映す映像を表示するようになっている。ユーザーは、この表示部に
表示される映像を見ながら、その映像の構図を調整して、シャッターボタン又はこれに相
当するボタン等を操作することにより、画像を撮影することができるようになっている。
【０００４】
　また、一般の撮像機能付き携帯端末装置では、表示部の枠形状は縦方向と横方向の長さ
が異なるように形成されており、この表示部がファインダーとして動作しているときに表
示される映像は、その縦方向の長さと横方向の長さの比率が、表示部の枠形状とほぼ同じ
比率に設定されていることが多い。
【０００５】
　そして、撮像方向をそのままにした状態で、この撮像機能付き携帯端末装置を、時計回
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り方向又は反時計回り方向に９０°回転させることにより、映像の縦方向と横方向の長さ
の比率を逆にして撮影することもできる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平６－１３３０８１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、撮影をするときには、手の指は常にシャッターボタンに当接させておく
必要があるため、この撮像機能付き携帯端末装置を時計回り方向又は反時計回り方向に、
９０°回転させた状態で撮影する場合などには、ユーザーは、自身の手首、ひじ及び肩等
を動かして角度の調整をするため、不安定な姿勢で撮像機能付き携帯端末装置を保持しな
ければならない。そのため、シャッターボタンを手の指で押し込む際に手振れを生じさせ
てしまうという問題があった。
【０００８】
　そこで本発明は、上記問題点に鑑みて、撮影する画像について縦方向と横方向の比率を
変えたいような場合でも、手首、ひじ及び肩等を動かさずに、楽な姿勢で保持することが
できると共に、シャッターボタンを押し込む際に手振れを生じさせない撮像機能付き携帯
端末装置を提供することを課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するために、本発明に係る撮像機能付き携帯端末装置は、被写体を撮影
する撮像部を有する第１筐体と、表示部を有する第２筐体と、前記第１筺体と前記第２筺
体とを相対的に回動可能に連結する連結軸と、前記第１筺体と前記第２筺体とが相対的に
所定の角度回動したことを検出する検出部と、前記撮像部により撮影されている画像を前
記表示部に表示する制御部と、を有し、前記制御部は、前記検出部により検出された前記
回動の角度に応じて、前記回動の前後で前記表示部の縦方向または横方向のいずれか一方
に対する前記被写体の向きを変更せず、かつ前記回動の前後で前記撮像部により撮影され
ている前記被写体を含む画像の縦横比率を変更して前記表示部に表示することを特徴とす
るものである。
【００１０】
　このような撮像機能付き携帯端末装置によれば、撮影する画像について縦方向と横方向
の比率を変えたいような場合でも、手首、ひじ及び肩等を動かさずに、これを楽な姿勢で
保持することができると共に、シャッターボタンを押し込む際に手振れを生じさせないよ
うにすることができる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の撮像機能付き携帯端末装置によれば、撮影される映像の縦横の比率を逆にした
い場合でも、シャッターボタンの位置や向きは、そのままにすることができると共に、表
示部に表示される映像は、常に被写体と同じ向きとなるようにして表示されるので、ユー
ザーは、手首、ひじ及び肩等を動かさずに、これを楽な姿勢で保持することができると共
に、シャッターボタンを押し込む際に手振れを生じさせないようにすることができる。
【００１２】
　また、映像内にコメント等の文字情報を配置表示させる場合には、その文字情報を常に
映像と同じ向きで表示させることができるので、表示部に表示される映像の縦横の比率を
逆にしたときでも、文字情報の配置表示に対する特別の操作をする必要がない。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る携帯電話機３０の閉状態を示す平面図である。
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【図２】図１に示す携帯電話機３０の閉状態を示す左側面図である。
【図３】図１に示す携帯電話機３０の開状態を示す平面図である。
【図４】図１に示す携帯電話機３０の開状態を示す背面図である。
【図５】図１に示す携帯電話機３０の各状態を示す平面図である。
【図６】図１に示す携帯電話機３０の回路構成を示すブロック図である。
【図７】図１に示す表示部４０に、横方向に長い映像を表示させた状態を示す平面図であ
る。
【図８】図１に示す表示部４０に、縦方向に長い映像を表示させた状態を示す平面図であ
る。
【図９】本発明の第２の実施の形態に係る携帯電話機８０の表示部４０に、縦方向に長い
映像を表示させた状態を示す平面図である。
【図１０】本発明の第２の実施の形態に係る携帯電話機８０の表示部４０に、横方向に長
い映像を表示させた状態を示す平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　図１ないし図８は、本発明の第１の実施の形態に係る携帯電話機３０（撮像機能付き携
帯端末装置に相当）について説明するために参照する図である。
【００１５】
　この携帯電話機３０は、図１及び図２に示すように、第１筐体３２と第２筐体３４で構
成され、第１筐体３２と第２筐体３４を貫く方向に軸線を有する連結軸３６により互いの
端部が回動自在に連結されている。
【００１６】
　携帯電話機３０は、第１筐体３２と第２筐体３４を重ねた状態でも表示面３８を外側か
ら見ることができるように、第１筐体３２側と反対側の面に第２筐体３４の表示部４０が
設けられている。この表示部４０の枠形状は、第２筐体３４の長さ方向におけるその長さ
が、第２筐体３４の幅方向におけるその長さよりも、長くなっている。
【００１７】
　そして、図２に示すように、第１筐体３２と第２筐体３４を重ねた状態のときに、第２
筐体３４に覆われる第１筐体３２の面には、十字キー４２やテンキー４４等で構成される
操作部４６が設けられている。
【００１８】
　また、第２筐体３４の表示部４０が配置された面には、連結軸３６側の端部及びその反
対側の端部のそれぞれにスピーカー４８が設けられるようになっている。第１筐体３２に
は、連結軸３６側と反対側の端部にマイクロホン５０が設けられており、このマイクロホ
ン５０は、第１筐体３２と第２筐体３４を重ねた状態でも、第２筐体３４に覆われないよ
うに配置されている。
【００１９】
　携帯電話機３０は、第１筐体３２と第２筐体３４が重ねられた状態から、連結軸３６を
中心にして、第２筐体３４を時計回り方向（図１の矢印ａ方向）に１８０度回動すること
により、図３に示すように、第１筐体３２に設けられた操作部４６が外側に見えるような
、携帯電話機３０を開いた状態にすることができる。
【００２０】
　また、図１に示すように、第２筐体３４を反時計回り方向（矢印ｂ方向）に１８０度回
動することによっても、図３に示すように、第１筐体３２に設けられた操作部４６が外側
に見えるような開いた状態にすることができる。
【００２１】
　時計回り方向または反時計回り方向のいずれの方向であっても、表示面３８は操作部４
６と略同じ方向を向いた状態で回動するため、携帯電話機３０が開いた状態でももちろん
表示面３８は外側から見ることができる。図３の携帯電話機３０を背面側から見ると、図
４に示すようになっている。
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【００２２】
　なお、本発明では、図１及び図２に示すような携帯電話機３０の状態を「重ねた状態」
又は「閉状態」といい、図３及び図４に示すような状態を「開状態」ということとする。
【００２３】
　次に、シャッターボタン５２及びカメラ５４（撮像部）等について説明する。図１ない
し図３に示すように、シャッターボタン５２は、第２筐体３４の長さ方向と平行である一
方の側面５５に設けられる。また、図４に示すように、ＣＣＤ等のカメラ５４（撮像部）
、及びミラー５６が、第１筐体３２の背面に設けられている。
【００２４】
　そして、カメラ５４の機能を動作させているときには、図５に示すように、携帯電話機
３０の閉状態、開状態、第２筐体３４を閉状態から時計回り方向に９０°回動させた位置
の左９０°状態、第２筐体３４を閉状態から反時計回り方向に９０°回動させた位置の右
９０°状態のいずれの状態でも、シャッターボタン５２を押しこむことにより撮影するこ
とができる。
【００２５】
　図６は、携帯電話機３０の回路構成を示すブロック図である。携帯電話機３０は、図１
ないし図４に基づいて説明した、スピーカー４８、マイクロホン５０、表示部４０、操作
部４６、シャッターボタン５２、及びカメラ５４の他に、内蔵アンテナ５８、無線部６０
、通信制御部６２、音声処理部６４、角度検出部６６（角度検出手段）、メモリ６８、及
びこれらを総合的に制御する制御部７０を備えている。
【００２６】
　メモリ６８には、カメラ５４により撮影された画像が記憶されるようになっている。ま
た、内蔵アンテナ５８、無線部６０、通信制御部６２、及び音声処理部６４は、携帯電話
機３０が電話機として機能する場合に動作するものであり、一般的な携帯電話機と同様の
動作をするものであるため、その説明は省略する。ここで、本実施の形態においては、内
蔵アンテナ５８を用いるようにしたが、アンテナが外部に突出するものであっても、本発
明を適用することについて影響はない。
【００２７】
　角度検出部６６は、携帯電話機３０が、図５に示すように、閉状態、開状態、左９０°
状態、及び右９０°状態のそれぞれの状態に操作されたときに、これを検出するようにな
っている。
【００２８】
　本実施の形態では、図示しないが、このような角度検出部６６は、第１筐体３２と第２
筐体３４とが、閉状態、開状態、左９０°状態、及び右９０°状態のそれぞれの状態にな
ったときに、導通する接点が設けられるようになっており、それぞれの状態ごとに、異な
る信号が制御部７０に出力されるようになっている。
【００２９】
　また、本実施の形態とは別の実施の形態として、角度検出部６６は、連結軸３６の外周
にスリットを形成し、これを光学センサーにより読み取るようにしたものであってもよい
。また、さらに別の実施の形態として、エンコーダー等の角度センサーを用いるようにし
てもよい。
【００３０】
　そして、制御部７０は、カメラ５４が動作しているときには、判断手段として、角度検
出部６６が検出した角度に基づき、表示部４０に表示させる映像や文字情報（コメント、
メニュー情報、機能設定情報等）の表示方向等を判断すると共に、カメラ５４が動作して
いないときにも、画像や文字情報の表示（表示方向）制御を行なうようになっている。
【００３１】
　次に、図３、図７及び図８に基づいて、携帯電話機３０の撮影時の動作について説明す
る。カメラを動作させることのできるカメラモードへの切換えは、例えば、表示部４０に
表示されるメニュー画面に対し、操作部４６からの入力操作により行う。図３に示すよう
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に、メニュー画面にある文字情報の表示方向は、開状態のときに操作部４６による操作を
行いやすい向きとなるようにして、表示部４０に表示される。そして、操作部４６からの
入力操作により、このメニュー画面の中から、カメラモードＣを選択して、図７に示すよ
うに閉状態にすると、カメラモードに切換わり、表示部４０はファインダーとしてカメラ
５４が映す映像を表示するようになる。
【００３２】
　このとき、表示部４０に表示される映像は、その縦横の長さの比率が、表示部４０の枠
形状の縦横の比率と同じにされる。したがって、図７に示すように、携帯電話機３０をシ
ャッターボタン５２が上側になるように水平にした状態では、表示部４０に表示される映
像は、横方向に長いものになっている。
【００３３】
　このように、携帯電話機３０を閉状態とした際、デフォルト（標準設定）として、横方
向に長い映像が表示されるようになっているのは、この携帯電話機３０のシャッターボタ
ン５２の位置が、市販されている一般のカメラやデジタルカメラの撮影時におけるシャッ
ターボタンと同様の位置となるようにすることにより、これら一般のカメラやデジタルカ
メラと、同じ持ち方で携帯電話機３０を保持することができるようにするためである。
【００３４】
　ユーザーは、このような状態において、シャッターボタン５２を押し込み、カメラ５４
の機能を動作させることにより、横方向に長い画像をメモリ６８に格納させることができ
る。
【００３５】
　また、撮影される画像の縦横の比率を逆にして、縦方向に長いものを撮影したい場合に
は、図８に示すように、カメラ５４を有する第１筐体３２を第２筐体３４に対して時計回
り方向に９０°回転させて、右９０°状態（図５参照）にする。このときカメラ５４は、
何もしなければ被写体の映像を、回転した方向とは反対の方向、すなわち反時計回り方向
に９０°回転させた状態で取込むようになってしまう。
【００３６】
　一方、携帯電話機３０が右９０°状態にされると、角度検出部６６がこれを検出して、
その旨の信号を制御部７０に出力する。このことにより制御部７０は、図８に示すように
、カメラ５４の映す映像を時計回り方向に９０°回転させて修正すると共に、映像の縦横
の長さの比率が逆になるようにする。そして、この映像が表示部４０内に納まるようにす
るため、さらにこの映像を縮小して表示する。したがって、表示部４０に表示される映像
は、図８に示されているように、縦方向に長い映像にされると共に、被写体と同じ向きと
なるようにして表示される。
【００３７】
　また、図示しないが、携帯電話機３０は、図７に示す閉状態から、カメラ５４を有する
第１筐体３２を第２筐体３４に対して反時計回り方向に９０°回転させて、左９０°状態
（図５参照）にした場合にも、右９０°状態にしたときと同様に、表示部４０に表示され
る映像を、縦方向に長い映像にすると共に、被写体と同じ向きとなるようにして表示させ
るようになっている（図８参照）。
【００３８】
　また、この携帯電話機３０は、撮影した画像内にコメント等の文字情報を配置表示する
ことができるようになっている。撮影した画像内にコメント等の文字情報を配置表示する
場合には、まず、図３に示すメニュー画面等に対して、操作部４６から入力操作を行なう
ことにより、表示部４０に対象となる画像を表示させる。そして、操作部４６からの入力
操作により文字情報を入力して、これを画像に重ねて表示させた状態にすることができる
。このように入力した文字情報は、対象となる画像と共にメモリ６８に格納することがで
きるようになっている。
【００３９】
　さらに、この携帯電話機３０は、撮影した画像内にコメント等の文字情報を配置表示す
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る別の方法として、撮影の前に文字情報を入力しておくようにすることもできる。
【００４０】
　この場合には、カメラモードに切り換える前に、コメント等の文字情報を入力した後、
カメラモードに切換える操作をしてから閉状態にすると、制御部７０は、図７に示すよう
に、表示部４０をファインダーとして機能させて、カメラの映す映像を表示させるように
すると共に、この映像の下部に、入力したコメント等の文字情報が、図３に示すメニュー
画面の表示方向と異なる方向、即ち、図７に示す前記映像の向きと同じ向きで表示される
ように制御するようになっている。
【００４１】
　また、図８に示すように、映像の縦横の比率を逆にするために、携帯電話機３０を右９
０°状態にした場合にも、この文字情報は、映像と同じ向きになるように修正されて、そ
の下部に表示されるようになっている。
【００４２】
　また、図示しないが、この携帯電話機３０は、第２筐体３４をさらに９０°回転させて
開状態にしたときには、図７に示す閉状態のときと同様に、表示部４０に表示される映像
を、横方向に長いものにする。
【００４３】
　また、開状態からさらに９０°回転させて、左９０°状態にしたときには、カメラの映
す映像を反時計回り方向に９０°回転させると共に、映像の縦横の長さの比率が逆になる
ようにする。そして、この映像が表示部４０内に納まるようにするため、さらにこの映像
を縮小して表示するようになっている。ここで、開状態、左９０°状態においても、表示
部４０に表示される映像は、常に被写体と同じ向きとなるように表示されるようになって
いる。
【００４４】
　このような携帯電話機３０によれば、撮影される映像の縦横の比率を逆にしたい場合で
も、第２筐体３４及びシャッターボタン５２の位置や向きは、そのままに維持することが
できると共に、表示部４０に表示される映像は、常に被写体と同じ向きとなるようにして
表示されるため、ユーザーは楽な姿勢で撮影の操作をすることができるので、手振れが発
生するのを防止することができる。
【００４５】
　また、映像内にコメント等の文字情報を配置表示させる場合には、その文字情報を常に
映像と同じ向きで表示させるよう制御することができるので、表示部に表示される映像の
縦横の比率を逆にしたときでも、文字情報の配置表示に対する特別の操作をする必要がな
い。
【００４６】
　次に、図９及び図１０に基づいて、本発明の第２の実施の形態に係る携帯電話機８０（
撮像機能付き携帯端末装置に相当）について説明する。これらの図に示す携帯電話機８０
は、前記第１の実施の形態に係る携帯電話機３０と同様の構成部分には同じ符号を付して
説明し、重複する構成や動作の説明は省略するものとする。
【００４７】
　図９及び図１０に示すように、本実施の形態に係る携帯電話機８０は、前記第１の実施
の形態に係る携帯電話機３０と異なり、シャッターボタン７２（図６参照）の位置が、第
２筐体３４の連結軸３６側の端面８２に設けられるようになっている。
【００４８】
　本実施の形態に係る携帯電話機８０は、前記第１の実施の形態に係る携帯電話機３０と
同様に、開状態（不図示）においてメニュー画面からカメラモードを選択して、図９に示
すように閉状態にすると、カメラモードに切換わり、表示部４０はファインダーとしてカ
メラが映す映像を表示するようになる。
【００４９】
　このとき、表示部４０に表示される映像は、その縦横の長さの比率が、表示部４０の枠
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形状の縦横の比率と同じにされる。したがって、図９に示すように、携帯電話機８０を、
シャッターボタン７２が上側になるように垂直にした状態では、表示部４０に表示される
映像は、縦方向に長いものになっている。ユーザーは、このような状態において、シャッ
ターボタン７２を押し込み、カメラ５４の機能を動作させることにより、縦方向に長い画
像をメモリに格納させることができる。
【００５０】
　また、撮影される画像の縦横の比率を逆にして、横方向に長いものを撮影したい場合に
は、図１０に示すように、カメラを有する第１筐体３２を第２筐体３４に対して時計回り
方向に９０°回転させて、右９０°状態（図５参照）にする。このときカメラ５４は、な
にもしなければ被写体の映像を、回転した方向とは反対の方向、すなわち反時計回りに９
０°回転させた状態で取込むようになってしまうが、前記第１の実施の形態と同様に、制
御部７０の制御動作により、表示部４０に表示される映像は、横方向に長い映像にされる
と共に、被写体と同じ向きとなるようにして表示される。
【００５１】
　なお、前記第１の実施の形態と同様に、カメラの映す映像の下部に、入力したコメント
等の文字情報が、メニュー画面の表示方向と同じ方向、即ち、前記映像と同じ向きとなる
ようにして配置表示されるようにしてもよいことはいうまでもない。
【００５２】
　また、図示しないが、この携帯電話機８０は、開状態、左９０°状態においても、表示
部４０に表示される映像が、被写体と同じ向きとなるように表示されることも、前記第１
の実施の形態と同様である。
【００５３】
　このような携帯電話機８０によっても、前記第１の実施の形態と同様に、撮影される映
像の縦横の比率を逆にしたい場合でも、第２筐体３４及びシャッターボタン７２の位置向
きは、そのままにすることができると共に、表示部４０に表示される映像は、常に被写体
と同じ向きとなるようにして表示されるため、ユーザーは、手首、ひじ及び肩等を動かさ
ずに、これを楽な姿勢で保持することができると共に、シャッターボタンを押し込む際に
手振れを生じさせないようにすることができる。
【００５４】
　また、映像内にコメント等の文字情報を配置表示させる場合には、その文字情報を常に
映像と同じ向きで表示させるよう制御することができるので、表示部に表示される映像の
縦横の比率を逆にしたときでも、文字情報の配置表示に対する特別の操作をする必要がな
い。
【００５５】
　なお、前記第１及び第２の実施の形態においては、シャッターボタン５２又は７２を第
２筐体３４の側面５５又は連結軸３６側の端面８２に設けるようにしたが、シャッターボ
タンを、側面５５と反対側の側面または端面８２と反対側の端面に設けるようにしてもよ
い。また、シャッターボタンを第１筐体３２の側面や連結軸３６側の端面、又はこの端面
と反対側の端面に設けるようにしてもよく、その場合には、映像の縦横の比率を変更する
ときには、第２筐体３４を回転させるようにする。
【００５６】
　また、前記第１及び第２の実施の形態においては、携帯電話機３０，８０を閉状態から
開状態にする際には、第１筐体３２を第２筐体３４に対して、時計回り方向及び反時計回
り方向のいずれにも回転させることができるようにしたが、いずれか一方の回転方向にだ
け１８０°回転するようになっているものであっても、本発明を適用することができる。
【００５７】
　この場合には、例えば、角度検出部６６は、携帯電話機３０，８０が閉状態、開状態、
及びこれらの中間位置の角度（右９０°状態又は左９０°状態のいずれかに相当する角度
）の状態にあることを検出するようにする。
【００５８】
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　また、前記第１及び第２の実施の形態においては、携帯電話機３０，８０が閉状態、開
状態、右９０°状態、及び左９０°状態のいずれにおいても、撮影することができるよう
にしたが、いずれかの角度において、撮影することができないようにしてもよい。
【００５９】
　また、前記第１及び第２の実施の形態においては、第１筐体３２と第２筐体３４を貫く
方向に軸線を有する連結軸３６により互いの端部が連結されている携帯電話機について説
明したが、表示部を有する筐体とカメラを有する筐体がヒンジを介し折り畳み自在に連結
して構成されるような携帯電話機や、表示部を有する筐体とカメラを有する筐体がボール
ジョイント等を介して連結されることにより、折り畳み動作と共に捻り動作も可能となる
ように構成されて、常に表示面が外側を向くようにすることができる携帯電話機にも適用
することができる。
【００６０】
　また、前記第１及び第２の実施の形態においては、携帯電話機に本発明を適用した場合
について説明したが、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ
）等のような、他の種類の携帯端末装置についても適用することができることはいうまで
もない。
【符号の説明】
【００６１】
　３０　携帯電話機（撮像機能付き携帯端末装置）
　３２　第１筐体
　３４　第２筐体
　３６　連結軸
　３８　表示面
　４０　表示部
　４２　十字キー
　４４　テンキー
　４６　操作部
　４８　スピーカー
　５０　マイクロホン
　５２　シャッターボタン
　５４　カメラ（撮像部）
　５６　ミラー
　５８　内蔵アンテナ
　６０　無線部
　６２　通信制御部
　６４　音声処理部
　６６　角度検出部
　６８　メモリ
　７０　制御部
　７２　シャッターボタン
　８０　携帯電話機（撮像機能付き携帯端末装置）
　８２　端面
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